
北条高等学校                  

定時制通信 

  平成２３年１２月号 

   第２６号 

３学期の予定 

【１月】 
１０日(火) 

 始業式（５時４０分～） 

１１日(水)カルタ大会 

１８日(水)防災HR 

２５日(水)～３１日(火) 

 卒業考査(頑張れ！) 

【２月】 
２月は、閉校式典の準備・予

行のため登校日を指定しま

す。１月に正式に連絡します

ので待っていてください。 

 ２５日(土) 

卒業式・閉校式典 

生徒による卒業記念作品の完成 

 ４月から、こつこつ取り組んできた校歌の額づくりが、完成しました。写真を見ていただく

とよく分かるのですが、なかなかの大作です。当初は、もう少し小さなものをイメージしてい

たのですが、できあがってみてこんなに大きくなるとは思っていませんでした。大きさだけで

なく、できもすばらしいものです。（自画自賛(^o^)/ ！）この作品は、生徒・教職員で一枚

一枚、１０cm四方の板に彫刻刀で文字を彫り込んでいき、墨を塗り、ニスで保護してから枠を

はめていきました。最初は、ずいぶん雑に彫る生徒もいたのですが、慣れていくにつれ、ま

た、全体像が見えていくにつ

れ、だんだんていねいに取り

組んでくれました。すばらし

いものができたと喜んでいま

す。 

 閉校式典で披露する予定で

す。ぜひ、お楽しみに！ 

 また、式典後は北条高等学

校の校舎のどこかに飾っても

らえれば有り難いと思ってい

ます。何かの機会に、生徒が

母校を訪れたときに、この作

品が残っていれば、本当にう

れしく思えるはずですから。 

人権ホームルームについて 
 ２学期に３回の人権ホームルームを実施しました。１回目は障害者マークの意味を知り、ユ

ニバーサル社会を目指す一員としての意識付け、２回目は「障害者問題」は障害者を取り巻く

人達の問題であることを学び、３回目で車イスの体験学習をしました。車イスについては小学

校、中学校でも体験しており、しっかり正しい知識を持っていました。生徒たちは、まもなく

高校を卒業し、厳しい社会へ飛び出していきます。正しい人権意識と、しっかり見る目、強い

意志を持って生きていってほしいと願わずにはいられません。 

最後の陶芸教室 
 高校生地域貢献事業として毎年実施してきた陶芸教室を、11月の８日・９日の二日間実施し

ました。今年の１７回目がいよいよ最後となりました。講師の松本三男先生には、第１回目か

ら、ずっとお世話になってきました。その

間、いろいろ迷惑をかけることも多かった

と思いますが、最後までお世話になれたこ

とを、本当に心から感謝したいと思いま

す。 

 さて、生徒は４名だけですが、保護者も

含めた一般の方１９名に参加していただ

き、今年も賑やかに実施できました。この

通信をお読みの頃には、作品が完成してい

るのではないかと思います。とても楽しみ

ですね。 

 当日の様子が、神戸新聞で紹介されまし

た。ご覧ください。  

卒業式、閉校式典にぜひ御出席ください！！ 
 平成２４年２月２５日(土)午前１０：００（受付９：１５～）、場所は本校体育館で挙行いた

します。 

 最後の卒業生として、立派に式典を成功させてくれるものと思います。この４年間で、生徒

たちも、ずいぶん成長いたしました。式典の中で、生徒たちによる定時制の歴史をたどるスラ

イドショーも計画しています。ぜひ、御出席いただき、お子様の晴れ姿を祝っていただきます

ようお願いいたします。 

 

冬休みの体調管理を 

      お願いします。 

 冬休みは１８日もあります。

その間、クリスマス、正月と楽

しいイベントも目白押しです。

どうしても、暴飲・暴食になり

がちです。インフルエンザも気

になります。規則正しい生活を

心がけ、いい体調で、残りの高

校生活を全うしてもらいたいと

思います。どうか、目を配って

いただきますようお願いいたし

ます。インフルエンザに罹患し

た場合など、学校への連絡をお

願いいたします。 

性教育講演会 

 小野市民病院から、中井英

子先生を講師としてお招き

し、講演いただきました。大

変わかりやすく教えていただ

き、生徒もよく理解できたと

思います。性の問題は、正し

い知識を持つことが非常に大

事です。その意味でも、有意

義な講演であったと思いま

す。 


